
ふらっと行ける！

暮らしのなんでも相談「保健室」を作りたい

NPO法人 四日市男女共同参画研究所



私たちNPO「四日市男女共同参画研究所」は

主に女性、高齢者の困っている声を集め、調査し、学習し、話し合い、

そのまとめを市へ提言する活動を ２００６年から続けています

「伝えたい通信」２０２４年３月号より

       



＊ 四日市市男女共同参画センター(はもりあ四日市）の
夜間開館運営委託事業の受託

＊ 必要に迫られ「せっぱつまった入用資金貸付バンク」
                        を 開設・運営しています



NPO活動をとおして

困りごとは 多様で そして 複雑

＊ どこへ相談に行けばよいのやら

＊ 市役所へはなんだか気後れして行きたくない

＊ 介護の制度などの情報が届かず・・・

不安をいだいている人が多いことがわかりました



暮らしの何でも相談「保健室」とは

＊ 誰でも無料で 予約なしで 健康や介護や暮らしの中での

さまざまな困りごとが相談できる所

＊ 誰に相談したらいいのかわからないこと、病院へ行くほど

ではないけれど ちょっと気になることをじっくり聴いて

 一緒に考える人がいます

＊ 相談したいことはないけれど 誰かと話をしたい時 一息

つきたい時にも立ち寄れる所です



暮らしのなんでも相談「保健室」は

気軽に なんでも、

いくつでも相談ができ

適切な情報や 必要な社会資源を

提供します



「保健室」の場所は

＊ おなじみのスーパー〝イオン尾平″か 〝イオン泊″

または駅に近いアピタのいずれかで、

１５㎡くらいの場所を提供していただければ！

⊛〝イオン尾平″〝イオン泊″敷地内には

市バスの停留所が設けられています



＊ 運営は 私たちNPOが、関連するNPOやグループと

連携して行います

＊ 相談員には 看護師、介護施設職員、市職員などの

OBが 有償ボランティアとして当たります

＊ 当面は毎月２回（１日と１５日）

年間２０回（盆と正月は休み）



暮らしのなんでも相談「保健室」は

＊ 行政、地域への課題提供の場

＊ 市民と企業と行政の連携の場

＊ かかわる専門職による 医療、介護、福祉の
研修・連携の場

になることを期待しています



暮らしのなんでも相談「保健室」は

＊ ２０１１年 東京の新宿で

訪問看護師の秋山正子さんが開設

今では全国に３５の保健室が出来ています
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